
大阪府立大学大学院看護学研究科主催
令和２年度
訪問看護実務指導者研修 WEB配信

講座

11月開講 訪問看護ステーション・事業所で原則５年以上の勤務経験がある
訪問看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

※当該研修は、「大阪府訪問看護推進事業」のひとつとして大阪府から補助を受けて実施しています。

【配信期間】 令和２年１１月１日（日）～１１月３０日（月）
【講座時間】 各講座９０分程度
【受講費用】 １講座につき １,６００円 ※振込手数料は受講者様ご負担となります。
【受講方法】 お申込み後、受講費振込案内メールをお送りいたします。

ご入金が確認できましたら、受講方法をご案内させていただきます。

配信期間のあるWEB配信講座（オンデマンド型）です。
パソコンやスマートフォンで、ご都合のよいタイミングで受講していただけます。

対象

講座
番号 内 容 講 師

B - 1 訪 問 看 護 師 な ら で は の 臨 床 判 断 の “ わ ざ ”
●在宅における療養者の病状および治療効果を把握するためのフィジカルアセスメントの
基礎から、訪問看護ならではの技術について学ぶ

山本 克美
在宅看護CNS

葵訪問看護ステーション 管理者

B - 2 在宅で継続した呼吸管理の必要な療養者のケア
●継続して呼吸管理の必要な療養者の在宅生活における疾患管理と症状マネジメント、
日常生活の再構築、リハビリテーションについて学ぶ

有井 千恵
慢性疾患看護CNS

慢性疾患看護専門外来
岸和田市民病院 副看護師長

B - 3 創傷治癒過程の管理とケア～キズの治り方・治し方～
●創傷治癒過程を理解し、指示の薬剤や創傷被覆材の使用方法、創傷看護の基本を学ぶ。
また、予防から治療までの過程に必要なケアについて考える

赤崎 増美
皮膚・排泄ケアCN

ももの木訪問看護リハビリステーション

B – 4 「利用者主体」につながる精神科訪問看護ケア
●精神科訪問看護を利用する当事者が主体的に生きることに併走する訪問看護ケアの
実際を学ぶ

進 あすか
元精神看護CN

訪問看護ステーションみのり
総括管理責任者

B – 5

在宅移行期の家族への支援
～疾患をもつ子どもから高齢者の家族まで、

家族発達の視点から家族を視る～
●疾患を持つ子どもから高齢者が退院するにあたり、生活を新たに形成する時期に特に
焦点をあて、家族に必要なケアや支援について考える

井上 敦子
家族支援CNS

大阪府立大学大学院
看護学研究科 講師

お申込みは
ホームページで

問い合わせ先

URL：http://www.nursing.osakafu-u.ac.jp/ns-co/workshop/schedule/
右記のQRコードからお申込み下さい。
申込み締め切り：令和２年１０月１６日（金）
大阪府立大学大学院看護学研究科内 訪問看護事業部会事務局
〒583-8555 大阪府羽曳野市はびきの3丁目7番30号
E-mail：ohc@nursing.osakafu-u.ac.jp
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